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２
月
２４
日
、
全
労
連
・

国
民
春
闘
共
闘
は
、
全
国

で
２５
春
闘
地
域
総
行
動
を

展
開
し
ま
し
た
。
福
岡
地

区
春
闘
共
闘
は
、
地
域
総

い
、
今
す
ぐ
１
，
５
０
０

円
と
し
、
１
，
７
０
０
円

を
め
ざ
す
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
異
常
な
物
価

高
騰
に
賃
金
の
上
昇
が
追

い
つ
い
て
お
ら
ず
、
実
質

賃
金
が
下
が
り
続
け
る
こ

と
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
は
、
抜
本
的
な
最
賃

の
引
上
げ
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
中

小
企
業
が
賃
金
を
引
き
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
や

自
治
体
の
支
援
策
が
必
要

で
あ
る
こ
と
も
２５
春
闘
の

意
見
書
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

最
賃
引
上
げ
推
進
行
動

は
、
福
岡
県
労
連
最
賃
審

議
委
員
会
と
共
同
で
進
め

て
い
き
ま
す
。

（
編
集
委
員
　
内
田
）

医
労
連
で
は
、
３
月

１３
日
の
産
別
統
一
行
動

日
に
先
が
け
、
２
月
２８

日
に
「
＃
実
は
低
す
ぎ

看
護
師
給
料
」「
＃
私

た
ち
ス
ト
ラ
イ
キ
し
ま

す
」
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

で
Ｘ
デ
モ
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
当
日
は
全
医

労
の
ス
ト
ラ
イ
キ
も
実

施
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、
産
別
統

一
行
動
日
で
あ
る
３
月

１３
日
に
は
全
国
各
地
で

ス
ト
ラ
イ
キ
が
お
こ
な

わ
れ
、
私
た
ち
福
岡
医

療
団
労
働
組
合
も
こ
の

産
別
統
一
行
動
に
決
起

し
、
Ｘ
デ
モ
で
は
「
命

に
関
わ
る
仕
事
な
の
に

賃
金
が
安
す
ぎ
る
！
」、

「
人
手
不
足
で
患
者
さ

ん
に
寄
り
添
っ
た
看
護

ケ
ア
が
で
き
な
い
！
」

と
多
く
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
Ｘ

デ
モ
で
は
前
日

の
３
月
１２
日
夜

時
点
で
、
各
単

組
・
支
部
の「
ス

ト
決
行
」
投
稿

が
相
次
ぎ
、「
＃

私
た
ち
ス
ト
ラ

イ
キ
し
ま
す
」
が
ト
レ
ン

ド
入
り
、
３
月
１３
日
当
日

も
、
ス
ト
ラ
イ
キ
決
行
と

と
も
に
全
国
各
地
か
ら
投

稿
が
相
次
ぎ
、
一
日
中
断

続
的
に
ト
レ
ン
ド
入
り
し

ま
し
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
影

響
力
を
も
つ
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
も
今
回
の
ス
ト
ラ

イ
キ
に
言
及
す
るYoutu

be

やTikTok

に
お
い
て

投
稿
が
多
数
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
全
国
で
取
り
組
ん

だ
ス
ト
ラ
イ
キ
決
議
で
は

１
０
０
０
以
上
の
事
業
所

か
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
決
議
が

あ
が
り
ま
し
た
。
低
賃
金

と
労
働
環
境
の
悪
化
か
ら

ケ
ア
労
働
者
の
離
職
が
と

ま
ら
ず
、
医
療
・
介
護
崩

壊
寸
前
で
す
。
日
本
医
労

連
は
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
医

療
・
介
護
崩
壊
を
食
い
止

め
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の

お
力
を
お
貸
し

く
だ
さ
い
！

行
動
の
取
組
み
と
し
て
、

議
会
の
意
見
書
採
択
を
進

め
て
い
き
ま
し
た
。
３
月

議
会
に
向
け
て
春
日
市
議

会
と
大
野
城
市
議
会
に
陳

情
を
行
い
、
ど
ち
ら

の
議
会
で
も
議
会
事

務
局
が
対
応
し
、
意

見
書
の
内
容
と
、
ど

の
よ
う
な
進
め
方
が

よ
い
の
か
を
レ
ク
チ

ャ
ー
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

意
見
書
を
採
択
す

る
た
め
に
陳
情
で
は

通
り
に
く
い
現
状
が

あ
る
た
め
、
請
願
か
議
員

提
案
の
方
が
よ
い
た
め
、

い
ず
れ
か
の
方
法
を
６
月

議
会
に
向
け
て
並
行
し
て

進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。大

野
城
市
議
会
で
は
、

最
大
会
派
の
自
民
大
野
城

が
３
月
議
会
終
了
後
に
懇

談
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

国
に
対
し
て
抜
本
的
な�

引
き
上
げ
を
要
請

２５
春
闘
の
最
低
賃
金
の

意
見
書
は
こ
れ
ま
で
と
違

〈
２５
春
闘  

地
域
総
行
動
〉

物
価
高
騰
対
策
に
は

抜
本
的
な
最
賃
引
上
げ
を

〈２０２５年国民春闘勝利・
福岡トラックパレード〉

労働条件・
地位向上・

安心安全確保を
求めて

物価高騰対策は労働者の賃上げから物価高騰対策は労働者の賃上げから

トラックパレード開始‼
多の津公園からトラックが
続々と出発

福岡空港を背に
トラックの大行進

トラックパレードに向けて
激励する内田事務局長

終点の多の津公園に向けて粕屋町
の扇橋前をトラックパレードが通過

大野城市議会に陳情書の提出

トラックパレードの参加者たち

〈私たちの25春闘〉〈私たちの25春闘〉

〈
福
岡
医
療
団
労
組　
Ｘ
デ
モ
〉

医
療
・
介
護
現
場
の
賃
上
げ
は

医
療
・
介
護
現
場
の
賃
上
げ
は  

他
産
業
の
半
分

他
産
業
の
半
分

�

福
岡
医
療
団
労
働
組
合
　
書
記
長
　
松
尾
　
沙
緒
理

↑�

オ
ン
ラ
イ
ン
署
名

は
こ
ち
ら
か
ら
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原
子
力
発
電
所
３
基
同

時
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
と
い
う

市
場
最
悪
の
３
．
１１
原
発

事
故
で
、
廃
炉
が
進
ま
な

い
ま
ま
１４
年
の
月
日
が
経

過
し
ま
し
た
。
福
岡
市
・

２
月
１５
日
、
天
神
チ
ク

モ
ク
ビ
ル
に
て
『
福
岡
市

で
の
戦
争
準
備
許
さ
な
い

平
和
を
つ
く
る
学
習
会
』

が
「
市
民
が
主
人
公
の
福

岡
市
を
め
ざ
す
市
民
の
会

（
以
下
、
市
民
の
会
）」

主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
会
は
、
福
岡
県
平

和
委
員
会
代
表
理
事
・
弁

護
士
の
井
下
顕
氏
と
福
岡

市
原
爆
被
害
者
の
会
会
長

の
中
村
国
利
氏
よ
り
昨
年

の
福
岡
空
港
へ
の
オ
ス
プ

レ
イ
飛
来
、
博
多

港
の
特
定
利
用
港

湾
選
定
＝
軍
事
利

用
な
ど
の
福
岡
市

で
進
ん
で
い
る
戦

争
準
備
に
対
し

て
、
ど
う
や
っ
て

平
和
を
つ
く
っ
て

い
く
の
か
、
そ
の

展
望
を
考
え
る
学

習
会
で
し
た
。

福
岡
県
内
で
の
戦
争
す

る
国
づ
く
り
の
動
き
も
活

発
化
し
て
お
り
、
特
定
利

用
空
港
さ
れ
た
福
岡
空
港

に
負
傷
し
た
ア
メ
リ
カ
兵

や
負
傷
し
た
自
衛
隊
員
が

運
ば
れ
た
際
に
、
福
岡
空

港
か
ら
自
衛
隊
病
院
に
行

っ
て
大
き
な
処
置
を
す
る

と
い
う
訓
練
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
北
九
州
空
港
と

博
多
湾
が
特
定
利
用
空
港

・
特
定
利
用
港
湾
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

日
常
的
に
自
衛
隊
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

で
す
。
自
衛
隊
が
こ
う
し

た
民
間
の
空
港
や
港
湾
を

２
月
２２
日
、
機
関
紙
協

会
九
州
地
方
本
部
主
催
の

き
か
ん
し
学
校
に
参
加
し

ま
し
た
。
機
関
紙
が
持
つ

役
割
、
力
に
つ
い
て
見
つ

め
直
す
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
労
働
組
合
の
機

関
紙
に
と
っ
て
大
切
な

「
新
し
い
情
報
」「
共
感
」

「
感
動
」
が
疎
か
に
な
っ

て
い
な
い
か
、
身
内
に
向

け
た
“
井
の
中
の
蛙
”
の

活
動
に
な
っ
て
い
な
い

か
、
国
民
的
な
問
題
に
対

し
て
広
い
目
で
見
た
内
容

に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。

機
関
紙
の
本
来
の
役
割

は
、
組
合
と
組
合
員
を
つ

な
げ
る
場
で
あ
り
、
組
合

の
存
在
を
示
す
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。

現
状
は
時
間
に
追
わ

れ
、
内
容
よ
り
も
完
成
さ

せ
る
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い

で
す
が
、
悩
み
は
あ
る
も

の
の
、
機
関
紙
活
動
は
や

り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

組
合
を
盛
り
上
げ
る
機

関
紙
を
追
及
し
、
も
っ
と

充
実
し
た
「
う
ぐ
い
す
」

に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

全
労
連
・
国
民
春
闘
共

闘
は
３
月
１２
日
の
集
中
回

答
日
の
翌
日
に
、
全
国
的

に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
と

し
た
た
た
か
い
を
３
月
１３

日
に
全
国
一
斉
で
行
い
ま

し
た
。

福
岡
地
区
春

闘
共
闘
は
、
産

別
の
ス
ト
ラ
イ

キ
支
援
に
参
加

し
、
夕
方
か
ら

博
多
駅
筑
紫
口

で
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
行
動
で
は
、

参
加
産
別
が
独

自
の
ビ
ラ
や
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
持

参
し
、
産
別
ご
と
の
春
闘

を
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
訴
え

ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、

医
療
・
福
祉
・
保
育
の
産

別
か
ら
医
師
不
足
、
看
護

師
不
足
、
介
護
士
不
足
、

保
育
士
不
足
の
切
実
な
実

態
が
訴
え
ら
れ
い
ず
れ
の

現
場
で
も
、
賃
金
が
低
す

ぎ
て
働
く
人
が
集
ま
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
利
用
者
サ

ー
ビ
ス
が
低
迷
し
、
深
刻

な
影
響
が
出
て
い
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

郵
政
の
現
場
で
は
、
民

営
化
さ
れ
日
本
郵
政
は
利

益
至
上
主
義
か
ら
非
正
規

労
働
者
の
増
加
、
労
働
条

件
の
悪
化
か
ら
配
達
員
が

不
足
し
、
郵
便
事
業
に
影

響
が
出
て
い
る
と
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク

で
は
、コ
メ
が
買
え
な
い
、

卵
や
野
菜
が
買
え
な
い
、

ガ
ソ
リ
ン
が
買
え
な
い
な

ど
、
生
活
で
き
な
い
事
態

に
な
っ
て
い
る
。
２５
春
闘

は
抜
本
的
に
賃
金
を
引
き

上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
は
２０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
各
産
別

で
は
引
き
続
き
春
闘
交
渉

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

（
編
集
委
員
　
内
田
）

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
日
本
が
戦
場
に
な
っ

た
と
き
に
、
基
地
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今

の
う
ち
か
ら
自
衛
隊
が
こ

う
し
た
民
間
の
空
港
や
港

湾
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

福
岡
地
区
労
連
は
、
ア

メ
リ
カ
に
言
わ
れ
る
が
ま

ま
に
、
軍
事
一
辺
倒
で
対

応
す
る
と
い
う
危
険
な
道

は
や
め
さ
せ
外
交
努
力
を

通
じ
て
東
ア
ジ
ア
の
平
和

と
安
定
を
築
く
方
向
へ
の

転
換
が
必
要
で
あ
り
、
労

働
者
が
安
心
し
て
働
け
る

福
岡
県
を
求
め
ま
す
。

（
編
集
委
員
　
松
尾
）

警
固
公
園
で
は
原
発
ゼ
ロ

３
・
１１
福
岡
大
集
会
が
開

催
さ
れ
市
民
団
体
や
労
働

組
合
か
ら
約
２
０
０
人
が

集
結
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
実

行
委
員
会
の
工
藤

逸
男
氏
は
「
原
子

力
緊
急
事
態
宣
言

は
解
除
さ
れ
て
い

な
い
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
自
公
政

権
は
、
地
球
温
暖

化
や
電
力
の
安
定

供
給
を
口
実
に
原

発
最
大
限
利
用
を

打
ち
出
し
て
い
る

原
発
と
人
類
は
共

存
で
き
な
い
。」

と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
宣
言
で
は
、
今
日

で
も
２
万
５
０
０
０
人
の

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
震
災
関

連
死
３
８
０
０
人
、
小
児

甲
状
腺
が
ん
３
７
０
人
と

深
刻
な
健
康
被
害
が
あ
る

こ
と
。
汚
染
水
の
海
洋
放

出
な
ど
の
実
態
を
訴
え
、

放
射
線
に
お
び
え
る
こ
と

な
く
平
和
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
を
と
も
に
作

っ
て
行
こ
う
と
宣
言
さ

れ
、
満
場
の
拍
手
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
は
、
参
加

者
で
天
神
一
周
デ
モ
と
九

州
電
力
申
し
入
れ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
　
内
田
）

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●�

最
賃
ビ
ッ
グ
ア
ク
シ
ョ

ン
宣
伝
行
動

４
月
９
日
（
水
）
１８
：

００
～

博
多
駅
筑
紫
口

●�

総
が
か
り
実
行
委
員
会

　

�「
平
和
と
い
の
ち
を
見

つ
め
る
福
岡
大
集
会
」

４
月
２０
日
（
日
）
１３
：

００
～

新
田
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
第
９６
回
福
岡
県
中
央

　

統
一
メ
ー
デ
ー

５
月
１
日
（
木
）

開
場
９
：
３０
開
会
１０
：

００
～
パ
レ
ー
ド
１１
：
４０

警
固
公
園

〈
福
岡
市
で
の
戦
争
準
備
許
さ
な
い
平
和
を
つ
く
る
学
習
会
〉

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
福
岡
へ

〈
九
州
き
か
ん
し
学
校
〉

労
働
組
合
に
と
っ
て
大
切
な
機
関
紙
活
動

労
働
組
合
に
と
っ
て
大
切
な
機
関
紙
活
動

自
治
労
連
福
岡
公
共
一
般
労
組

「
う
ぐ
い
す
」
編
集
担
当
　
永
冨
湧
子

〈
２５
春
闘　
３
・
１３
全
国
一
斉
統
一
行
動
〉

コ
メ
が
買
え
な
い
。

２５
春
闘
は
抜
本
的
な
賃
金
引
き
上
げ
を

原発と人類は原発と人類は
共存できない共存できない

〈原発ゼロ！３・１１福岡集会〉

学習会で講演する福岡県平和委員会
代表理事・弁護士の井上顕氏

ＺＯＯＭでも参加できるきかんし学校！
ぜひご参加を

博多駅筑紫口での宣伝行動

原発ゼロ！３・１１福岡集会


